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■
宇
治
高
等
学
校

　

小こ

林ば
や
し 

孝た
か

志し
さ
ん
（
備
中
町
東
油
野
）

■
松
山
高
等
学
校

　

福ふ
く

見み 

将ま
さ

也や
さ
ん
（
総
社
市
）

■
高
梁
高
等
学
校

　

才さ
い

田だ 

正ま
さ

義よ
し

さ
ん
（
高
倉
町
田
井
）

■
高
梁
城
南
高
等
学
校

　

長は

谷せ

川が
わ 

夕ゆ

記き
さ
ん
（
旭
町
）

■
高
梁
日
新
高
等
学
校

　

藤ふ
じ

定さ
だ 

紗さ

友ゆ

理り
さ
ん
（
米
子
市
）

■
順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学
校

　

竹た
け

本も
と 

圭け
い

子こ
さ
ん
（
原
田
北
町
）

■
吉
備
国
際
大
学
短
期
大
学
部

　

虫む
し

明あ
け 

美み

幸ゆ
き

さ
ん
（
岡
山
市
）

■
吉
備
国
際
大
学

　

登と

喜き 

望の
ぞ
みさ

ん
（
倉
敷
市
）

■
吉
備
国
際
大
学［
留
学
生
］

　

崔チ
ェ 

多ダ
ヨ
ン娟

さ
ん
（
韓
国
出
身
）

■
吉
備
国
際
大
学［
団
体
］

　

吉
備
国
際
大
学

　
　
　
　

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

高梁で学んだ模範生をたたえる

方 谷 賞
　市内の高等学校や大学等で学び、在学中に学業や文化・スポーツ活動、ボランティア活動、国際交流に積極
的に取り組み、その活動が優秀と認められた学生、団体に贈る「方谷賞」の受賞者が決定しました。
　■問い合わせ　秘書政策課秘書係　☎�０２０１

 ■問い合わせ　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７
《
保
健
医
療
分
野
》

■
八や

代し
ろ 

義よ
し

弘ひ
ろ

さ
ん

（63）
（
柿
木
町
）

　

当
地
域
の
中
核
的
な
産
婦
人
科
医
療
機
関
の

医
師
と
し
て
、
周
産
期
医
療
と
市
民
の
健
康
保

持
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
市
の
が

ん
検
診
や
予
防
接
種
に
協
力
し
、
保
健
医
療
の

発
展
充
実
に
貢
献
し
ま
し
た
。

■
八や

代し
ろ 

由ゆ

里り

子こ

さ
ん

（62）
（
柿
木
町
）

　

周
辺
地
域
で
唯
一出
産
可
能
な
医
療
機
関
の
医

師
と
し
て
昼
夜
を
問
わ
ず
献
身
的
に
努
力
し
ま

し
た
。
女
性
な
ら
で
は
の
専
門
的
知
識
に
基
づ
い

た
母
子
保
健
活
動
を
行
い
、
地
域
の
保
健
医
療

の
発
展
充
実
に
寄
与
し
ま
し
た
。

《
福
祉
分
野
》

■
中な

か

山や
ま 

彰あ
き

芳よ
し

さ
ん

（81）
（
津
川
町
八
川
）

　

障
害
者
の
更
生
援
護
活
動
で
障
害
者
福
祉
の

向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。
平
成
13
年
、
市
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
監
事
に
就
任
。
同
協
会
の
運

営
に
尽
力
し
ま
し
た
。
材
料
提
供
な
ど
、
た
か

は
し
福
祉
作
業
所
の
運
営
に
も
協
力
し
ま
し
た
。

■
田た

中な
か 

猪い

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん

（75）
（
備
中
町
東
油
野
）

　

市
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
、
平

成
19
年
か
ら
６
年
間
、
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
と
し
て
「
災
害
時
一人
も
見
逃
さ
な

い
運
動
」
を
展
開
。
要
援
護
者
支
援
体
制
を
構

築
し
、
地
域
福
祉
の
充
実
に
寄
与
し
ま
し
た
。

■
小こ

山や
ま 

倉く
ら

雄お

さ
ん

（60）
（
御
前
町
）

　

主
任
児
童
委
員
と
し
て
、
学
校
と
連
携
し
た

活
動
を
行
い
児
童
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。
高
梁

市
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
に
就
任
後
は
、
同

協
議
会
と
地
域
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
い
、
地

域
福
祉
の
充
実
向
上
に
尽
く
し
ま
し
た
。

■
宮み

や

田た 

昻あ
き
らさ

ん
（84）
（
津
川
町
今
津
）

　

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
高
梁
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
健
康

推
進
部
長
と
し
て
、
温
厚
な
性
格
と
優
れ
た
指

導
力
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
。
高
齢
者
福
祉

の
充
実
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

《
環
境
分
野
》

■
大お

お

枝え
だ 

信の
ぶ

義よ
し

さ
ん

（86）
（
原
田
南
町
）

　

昭
和
46
年
に
動
物
医
院
を
開
業
し
、
動
物

診
療
を
し
な
が
ら
、
県
狂
犬
病
予
防
注
射
指

定
獣
医
師
と
し
て
尽
力
。「
ペッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
高
梁
」
開
催
に
中
心
的
に
取
り
組
み
、

動
物
愛
護
精
神
の
啓
発
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

保健医療・福祉・環境の功労者を顕彰

赤木五郎賞
　保健医療・福祉・環境分野で功績のあった個人・団体を顕彰する赤木五郎賞の贈呈式が、２月 18日に高
梁国際ホテルで行われました。

前列左２人目から、受賞者の八代義弘さん、中山彰芳さん、田中猪三郎さん、
小山倉雄さん、宮田昻さん、大枝信義さん

■
神か

み

尾お 

敏と
し

夫お

さ
ん

（85）
（
南
町
）

　

少
年
団
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
次

世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。
昭
和

57
年
か
ら
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
と
し
て
、
社
会
教
育
活

動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
世
代
間
の
交
流
促
進
に
寄
与

し
ま
し
た
。

■
城じ

ょ
う

北ほ
く

Ｈヒ
ー
ロ
ー
ズ

ｅｒｏｅｓ
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
青
少
年
を
健
全
育
成
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
結
成
。
地
域
の
ク
リ
ー
ン
活
動
や
運
動
会
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
人
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
大
会
な
ど
に
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い

ま
す
。

■
田た

邊な
べ 

典の
り

子こ

さ
ん

（51）
（
成
羽
町
下
原
）

　

成
羽
Ｆホ

ス
Ｏ
Ｓ
少
年
団
が
主
催
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

参
加
し
、
団
員
の
指
導
や
団
の
運
営
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
平
成
16
年
か
ら
は
、
団
長
と
し
て
９
年
間
、

団
員
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
退
団
後
も
陶
芸
家
と
し
て
、

陶
芸
教
室
を
開
き
伝
統
継
承
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

健全な青少年を育成

青少年健全育成功労者表彰
　青少年の健全育成に貢献している個人・団体を表彰する青少年健全育成功労者の表彰式が、３月５日に行
われました。
　表彰式に併せ、寄付金を頂いた中村建設株式会社に感謝状を贈呈しました。
 ■問い合わせ　社会教育課生涯学習係　☎�１５１４

魅力あふれる ふるさとづくりをたたえる

高梁ふるさとづくり功労賞
　地域の特性を生かし、魅力があふれるふるさとづく
りに意欲的に取り組んでいる個人・団体をたたえる高
梁ふるさとづくり功労賞の表彰式が、２月 27日に総
合文化会館で行われました。

 ■問い合わせ　秘書政策課企画調整係　☎�０２０８

■
高
梁
文
化
協
会

　

昭
和
38
年
創
立
か
ら
50
年
間
に
わ
た
り
、
地
域
の

文
化
振
興
の
中
心
的
存
在
と
し
て
、
市
民
の
文
化
生

活
の
向
上
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
文
化

交
流
を
積
極
的
に
推
進
し
、「
文
化
の
薫
る
ま
ち
高

梁
」に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
を
実
践
、発
信
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
文
化
協
会
会
員
は
37
団
体
４
２
２
人
で
、
地

域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

■
高
梁
夫め

お
と婦

岩
の
会

　

平
成
15
年
の
設
立
か
ら
、
地
域
に
あ
る
巨
岩
「
夫

婦
岩
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
を
利
用
し
、
４
月
に

は
菜
の
花
、
７
月
に
は
ヒ
マ
ワ
リ
を
そ
れ
ぞ
れ
10
万

本
植
え
て
、
夫
婦
岩
を
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
る
ほ
か
、
夫
婦
岩
展
望
台
へ
の
遊
歩
道
の
整
備
、

周
辺
雑
木
の
伐
採
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
バ
ザ
ー

な
ど
、
訪
れ
る
観
光
客
を
も
て
な
し
て
い
ま
す
。

■
児こ

玉だ
ま 

享す
す
むさ

ん
（81）
（
伊
賀
町
）

　

郷
土
史
家
と
し
て
活
躍
し
な
が
ら
、
備
中
松
山
藩

の
藩
校
・
有
終
館
の
学
習
に
活
用
さ
れ
て
い
た
漢
籍
・

国
籍
な
ど
の
貴
重
な
蔵
書
を
平
成
７
年
ご
ろ
か
ら
10

年
以
上
掛
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整
理
し
、
分
類

目
録
を
刊
行
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
３
月
、
幕
末

期
の
藩
校
の
教
育
目
的
を
よ
く
反
映
す
る
資
料
と
し

て
、
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
郷
土
の
歴
史
を

通
じ
た
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。

左から、児玉享さん、近藤隆則市長、高梁文化協会・
下西敬之さん、高梁夫婦岩の会・沖島昭さん

前列左から、田邉典子さん、城北Ｈｅｒｏｅｓ
野球スポーツ少年団・山縣始さん、神尾敏夫さん、
中村建設株式会社代表取締役・中村浩巳さん


